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株主の皆さまへ

株主の皆さまには平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼
申し上げます。株主通信をお届けするにあたり、謹んでご
挨拶申し上げます。

2025年の世界経済は、全体としては緩やかな回復基調
を維持したものの、トランプ関税の影響や地政学リスクの高
まりにより不確実性が増し、国・地域によっては物価上昇が
個人消費を抑制する場面も見られました。こうしたマクロ経
済環境の中、ペーパー事業では、世界各地でグラフィック
用紙の市況の回復が見えず、減収減益となりました。ビジュ
アルコミュニケーション事業は総じて需要が底堅かったこと
に加えて、M&Aで買収した企業の貢献もあったことから増
収増益となりました。パッケージング事業は一部地域で産
業用の需要が横ばいとなったものの、アジアパシフィック地
域で食品等の小売向けが好調であったことや、前年のM&A
で買収した会社の貢献もあり増収、売上総利益は増益とな
りました。全体としては、ペーパー事業が落ち込んだことか
ら、当連結会計年度の業績は、売上高6,503億68百万円

（前年同期比2.9％減）となり、営業利益は100億75百万円
（同25.6％減）、経常利益は61億75百万円（同36.4％減）、
親会社株主に帰属する当期純利益は56億18百万円（同
29.7％減）となりました。

当社は、2026年3月期より、2030年に向けた長期経営
ビジョン「GIFT 2030」、「KPPグループサステナビリティビ
ジョン2030」ならびに2028年3月期を最終年度とする「第
4次中期経営計画」をスタートさせました。事業戦略では、
事業領域の拡大、事業ポートフォリオの転換、グローバル
シナジーの追求、Eビジネスの拡大・DXの推進を重要施策
とし、事業ポートフォリオの転換を推し進めております。

■ 当期の業績

■ 事業ポートフォリオ変革を推進

代表取締役会長

田辺 円
代表取締役社長 兼 CEO

坂田 保之

事業ポートフォリオ変革でさらなる成長を

当期以降は9件のM&Aを行い、事業ポートフォリオの転
換と事業領域の拡大を進めることができました。スパイサー
ズグループの一員でパッケージングとEC事業に強みを持つ
Signetは、ABL Distributionの事業を取り込むことで豪州
クイーンズランド州での地位を固めるとともに、同社が保有
するJanSan※（清掃・衛生）分野への進出を果たすことが
できました。また、欧州のアンタリスに加わったTexo 
Trade Servicesは、テキスタイルのビジュアルコミュニ
ケーション分野に強みがあり、グループへの波及効果が期
待されます。さらに、国際紙パルプ商事ではシナネンエコ
ワーク（現KPPエコワークス）がグループインしたことで、
木くずリサイクル事業が加わり、当社が目指す循環型ビジ
ネスが強化されました。
※  清掃（Janitorial）と衛生管理（Sanitation）を意味する略語

当社は安定的な株主還元を実現するため、連結配当性向
30％を目安とし、DOE（連結株主資本配当率）3.0％を下
限としております。2027年3月期の年間配当につきまして
は、目下、中東情勢をはじめとして不透明な部分はありま
すが、業績とキャッシュフローが安定的に推移していること、
ならびに増配が資本効率（ROE）の向上に資することを踏
まえ、当期から4円増配し、40円とする見込みです。

前期から株主優待として図書カードをお贈りしておりま
す。デジタル化が進む時代だからこそ、紙の書籍を手に取っ
たときの質感や、ページをめくる時間がもたらす豊かさ、
知の世界の広がりに変わらぬ価値があります。8ページで
は、社員がお勧めする書籍をご紹介しておりますので、ぜ
ひ紙の本ならではの読書体験をお楽しみいただき、活字文
化の魅力を改めて感じていただければ幸いです。

今後もグローバルな成長を続けることで企業価値のさら
なる向上に努めてまいります。株主の皆さまには、今後と
も変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

■ 株主還元の強化
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2026年
3月期

2025年
3月期

2024年
3月期

2023年
3月期

2027年
3月期

5,618
7,986

10,613

149.2415,722

219.09

87.44
118.00

5,000
（予想）

77.82
（予想）

2025年
3月期

2024年
3月期

2023年
3月期

2026年
3月期

86,21681,900

67,808

 89,454

■親会社株主に帰属する当期純利益
●1株当たり当期純利益

2026年
3月期

2025年
3月期

2024年
3月期

2023年
3月期

2027年
3月期

650,368670,042644,435659,656
710,000
（予想）

2026年
3月期

2025年
3月期

2024年
3月期

2023年
3月期

2027年
3月期

10,075

13,544
15,819

20,401

11,000
（予想）

2026年
3月期

2025年
3月期

2024年
3月期

2023年
3月期

2027年
3月期

6,175

9,712
12,475

18,404

6,500
（予想）

2025年
3月期

2024年
3月期

2023年
3月期

2026年
3月期

352,035344,562330,662
374,708

連結決算ハイライト セグメント別の状況

営業利益（百万円）売上高（百万円） 経常利益（百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円）
1株当たり当期純利益（円）

総資産（百万円） 純資産（百万円）

■　2026年3月期

 6,503 億
 68 百万円

売上高 営業利益 ROE

  100 億
 75 百万円

 6.4 %

■　2026年3月期
持株会社のKPPグループホールディングスのもと、事業地域統括会社の国際紙パルプ商事、アンタリス、スパイサーズが 
各エリアの事業運営を行っています。

北東アジア

⃝売上高 2,851億89百万円（前年同期比 6.1%減）

⃝セグメント利益 18億72百万円（前年同期比 35.3%減）

アジアパシフィック

⃝売上高 646億59百万円（前年同期比 2.7%減）

⃝セグメント利益 28億   7百万円（前年同期比 6.5%減）

不動産賃貸

⃝売上高 15億21百万円（前年同期比 1.2%増）

⃝セグメント利益 6億25百万円（前年同期比 3.8%増）

欧州／米州

⃝売上高 2,989億97百万円（前年同期比 0.2%増）

⃝セグメント利益 58億18百万円（前年同期比 25.0%減）

欧州／米州欧州／米州

52.352.3％％

欧州／米州欧州／米州

46.046.0％％

アジアパシフィックアジアパシフィック

25.225.2％％

アジアパシフィックアジアパシフィック

9.99.9％％

不動産賃貸不動産賃貸

5.65.6％％

不動産賃貸不動産賃貸

0.20.2％％

北東アジア北東アジア

16.916.9％％

北東アジア北東アジア

43.943.9％％

※ セグメント別利益構成比（%）は、調整額を除いて計算しております
※ セグメント利益の調整額　▲10億47百万円

セグメント別売上高構成比

セグメント別利益構成比
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国際紙パルプ商事の子会社の王子ファイバーは、人工芝のパイル部
分に紙素材を用いた紙製人工芝「ペーパーターフⓇ」で、初の屋外向
け製品を開発しました。2023年から展開してきた屋内向け製品に続
き、新たに屋外向けが加わりラインアップが充実。すでに品川区立環
境学習交流施設「エコルとごし」の遊具広場に敷設されており、マイ
クロプラスチックの発生源にならない紙製人工芝の特長を訴求してい
ます。
また、生産強化に向けて今年2月、石川県小松市に「KPPグループ
王子ファイバー小松撚糸工場」を竣工しました。これにより紙糸およ
び紙製人工芝の安定的な供給体制を構築し、さらなる品質水準の向
上を図ります。

紙製人工芝「ペーパーターフ®」初の屋外向け製品を開発
新工場も竣工

グリーントランスフォーメーション（GX）

中期経営計画 中期経営計画の最前線

▲  

屋外向け 
ペーパーターフⓇが 

初めて敷設された 
「エコルとごし」

▲ 屋外向け紙製人工芝ロングパイルタイプ（左）とショートパイルタイプ（右）

第4次中期経営計画のもとで進めている事業ポートフォリオの転換について、
当期の主な動きをご紹介します。

当社は、第4次中期経営計画に沿って、事業ポートフォリオの転換を推進しています。M&Aによる事業領域の拡大を進め、
新たに9社をKPPグループに迎えました。新規ビジネスの創出では、紙製人工芝「ペーパーターフⓇ」の販売拡大に向けた施
策を講じています。

国際紙パルプ商事は、木くずリサイクル事
業やリサイクル燃料・原料供給事業を展開
するシナネンエコワーク（現KPPエコワー
クス）の株式を取得しました。国内で成長
が見込まれる廃棄物燃料化事業および廃
棄物処分業（中間処理）へ本格的に事業
を拡大します。既存の製紙原料用古紙回収
との相乗効果に加え、木材チップ、金属ス
クラップ など
古紙以外の商
材と販売チャ
ンネルを通じ
て、新たな収
益機会の創出
を目指します。

廃棄物燃料化事業へ本格参入

リサイクリング

アンタリスが子会社化したTexo Trade 
Servicesは、印刷可能なテキスタイル（布
地）をはじめ、衣服・服飾用の転写メディア
など幅広い商品を取り扱っています。同社
のTTSブランドは知名度が高く、その専門
性とサプライチェーンを取り込むことで、
成長が期待される欧州のテキスタイルデジ
タル印刷市場での事業強化を図ります。

テキスタイル印刷へ領域を拡大

ビジュアルコミュニケーション

スパイサーズ傘下のS i g n e tは、A B L 
Distributionから産業用包装資材の販売
事業を買収しました。同社は顧客ニーズ
に応じたカスタマイズパッケージングと、
幅広い商材を活用したワンストップサービ
スを強みとしています。さらに、清掃・
衛生関連の製品領域や、個人防護具（PPE）
のフィットテストといった独自サービスも
加わり、顧
客接点の拡
大とクロス
セル機会の
創出が期待
されます。

カスタマイズ包装事業を強化

パッケージング

中期経営計画の進捗

第4次中期経営計画最終年度の目標（下図）に対し、当期の営業利益は100億円、EBITDAは234億円、ROEは
6.4％となりました。ROICはWACCとほぼ同水準、自己資本比率は23.9％となっています。最終年度での目標
達成に向け、事業ポートフォリオの転換をはじめとする事業戦略を着実に進めてまいります。

来期に
向けて

※ EBITDA…経常利益＋減価償却費＋のれん償却費+支払利息等　※ ROIC（投下資本利益率）　※ WACC（加重平均資本コスト）　※ DOE（連結株主資本配当率）

第4次中期経営計画最終年度（2028年3月期） 数値目標

収益性 資本効率性 財務健全性・株主還元

営業利益　200億円 ROE　8.0%以上 自己資本比率　20%～25%の範囲内

EBITDA　320億円 ROIC ＞ WACC 連結配当性向　30%を目処
（但し、DOE3.0%を下限とする）

業績へのM＆A貢献見込み

売上高 230億円

EBITDA 23億円

⃝ 欧州 
Fortuna Digital

⃝ 欧州 
Club Groupe

⃝ 欧州 
Texo Trade Services

⃝ 豪州 
Spandex Australia

⃝ 日本 
名古屋紙業

⃝ 日本 
KPPエコワークス

⃝ 欧州 
The Packaging Company 

（Midlands)
⃝ 欧州 

Hein Verpackungen
⃝ 豪州 

ABL Distribution
M&A実績

4社

M&A実績

3社

M&A実績

2社

紙

事業
領域
の拡大

パッケージング

フィルム

ビジュアル
コミュニ

ケーション

リサイクリング
（GX）
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箱根駅伝を目指し、エリートランナーと
初心者のチームが限界に挑戦する物語です

2026年3月期の期末配当は、1株当たり18円といたしまし
た。年間配当金は、前期比2円増の36円となり、配当性向
は41.2％となりました。また、前期導入した株主優待制度で
は、3月末時点で100株以上を保有する株主さまに、1,000
円分の図書カードを同封しております。2027年3月期の年
間配当金は40円（中間20円、期末20円）とする見込みです。

2025年12月に実施したアンケートには331名の株主さまからご回答と
貴重なご意見をいただきました。一部を紹介させていただきます。

株主通信をお読みいただきありがとうございます。株主さまのご意見を参考とさせていただきたく、アンケートへ
のご協力をお願いいたします。スマートフォンのカメラ機能で二次元コードを読み取り、ご回答ください。

2025年5月13日開催の取締役会における決議事項に基づき、2026年3月
24日までに3,000,000株の自己株式を取得しました。取得価額の総額は
2,398,214,600円となります。

■　配当と株主優待

■　自己株式の取得状況

株主さまアンケートへのご回答、ありがとうございました‼

■中間配当  ■期末配当  ●配当性向

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

13.413.4 9.19.1
14.714.7

28.828.8

9
5

11 11

18
14円

20円 22円

34円 36円

16

18

18
119

41.241.2

2027年
3月期

40円
（予想）

20
（予想）

20
（予想）

51.4％
（予想）
51.4％
（予想）

前期比
+4円

アンケートにご協力ください

1株当たり配当金額（円）と配当性向（％）

ご年齢

50歳～69歳
30.7%

30歳～49歳
57.8%

29歳以下
7.3%

29歳以下
7.3%

70歳以上
4.2%

70歳以上
4.2%

今後の保有方針

買い増し
15.4%

継続保有
84.0%

継続保有
84.0%

売却
0.6%

売却
0.6%

弊社の株式を購入したきっかけ（選択率）
SNSやブログなどの

情報を見て
SNSやブログなどの

情報を見て
四季報を見て四季報を見て
証券会社の

レポートを読んで
証券会社の

レポートを読んで
当社ウェブサイトを見て当社ウェブサイトを見て
新聞記事やテレビなどの
マスメディア報道を見て
新聞記事やテレビなどの
マスメディア報道を見て

その他その他
知人の紹介

0% 10% 20% 30% 40% 50%

40.6%40.6%

36.4%36.4%

15.2%15.2%

13.0%13.0%

12.1%12.1%

8.2%8.2%

5.8%5.8%

2026年本屋大賞受賞作
品。私には馴染みのない

「推し活」について書か
れた、現代社会を知るう
えで興味深い作品です。

◆ オススメのポイント ◆

封筒の
手触りが良く、

驚きました

株主さまの声

株主還元／株主さまの声 社員おすすめの本

PHP研究所
1,210円（税込）

日経BOOKプラス
「経営トップの読書術」で坂田の選書が紹介されています‼

▲ ▲ ▲

⃝ 人生哲学 ⃝
『道をひらく』

松下幸之助 著

新潮文庫刊
1,100円（税込）

⃝ 小説 ⃝
『風が強く吹いている』

三浦しをん 著

東洋経済新報社
3,080円（税込）

⃝ ビジネス ⃝
『両利きの経営（増補改訂版）』

チャールズ・A・オライリー／マイケル・L・タッシュマン著、
入山章栄監訳、冨山和彦解説、渡部典子訳

文春文庫
770円（税込）

⃝ 短編集 ⃝
『夜に星を放つ』

窪美澄 著

大和書房刊
1,870円（税込）

⃝ 仕事術 ⃝
『神・時間術』

樺沢紫苑 著

日経BP 日本経済新聞出版
2,200円（税込）

⃝ 小説 ⃝
『イン・ザ・メガチャーチ』

朝井リョウ 著

谷田 浩一 がおすすめする本

佐藤 直 がおすすめする本

水口 和茂 がおすすめする本 北澤 朋子 がおすすめする本

櫻井 將平 がおすすめする本

社長  坂田 保之 がおすすめする本 
優待の図書カードで読んでみませんか？

社員におすすめの
一冊を聞いてみました‼

手触りの違いを感じていただけて嬉しいです!
封筒には、1888年に英国で誕生したステーショナリー
ぺーパーのトップブランド「コンケラー」を採用して
います。この紙はグループ会社のアンタリスが世界各
国で展開しています。

人として大切なことが随筆的に書かれており、
読みやすいです

「もっと早くこの本に出会いたかった」と
思えた1冊です

既存と新規ビジネスを両輪で回すテーマの
本です。当本部も意識しています

喪失感を抱いた主人公の文字にならない
心の奥を想像したくなる作品です

グループIR・広報部長国際紙パルプ商事 海外営業本部長

岡山紙商事社長国際紙パルプ商事 グローバルビジネス営業統括本部長

グループ法務・コンプライアンス本部長

見 本
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https://bookplus.nikkei.com/atcl/column/091300565/120500009/


トピックス

子会社のSignetは、豪州マグネチック島の
コアラ保護施設を支援しています。施設整
備への資金提供に加え、特設サイトで保護
活動を紹介し、寄付を通じた持
続的な支援を呼び掛けています。

子会社のSignetは、再生樹脂パートナー 
のiQRenewとと も に、豪 州 小 売 大 手
Woolworthsに対し、店舗回収のプラス
チックごみを高品質な包装資材へ再生する
手法を提案しました。バージン原料への依存
を抑え、業界横断で資源循環を目指します。

情報があふれる時代だからこそ、手触りが
記憶を刻む紙の価値に着目。イタリア・
Fedrigoniの高級紙「Splendorgel」の 
6種の紙を宝石になぞらえ、質感の魅力を
伝えるポストカード企画を展開しました。

アンタリスフランスで社員の子どもたちを
招くファミリーデーを開催しました。両親の
仕事見学や、大きな倉庫を飾る壁画づく
り、従業員とのおやつタイムなど、笑顔あ
ふれる一日になりました。

自社ブランドAXIOから、高性能・超薄膜
のストレッチフィルムを発売しました。荷崩
れ防止と製品保護性能を高めつつ、素材
使用量を抑え、環境負荷の低い包装を実
現しています。

本社にインクジェット用フリース壁紙を導入
し、ビジュアルコミュニケーション商材の魅
力を発信しています。パルプなどの自然素
材を主原料とし、環境認証・不燃認定を取
得。高いデザイン自由度で空間表現の幅
を広げます。

ペーパーターフⓇを活用した「キャンピング
オフィス」（スノーピークビジネスソリュー
ションズ企画・設計）を体感できるショー
ルームが本社にオープンしました。自然を
感じながら働く新しいワークスタイルを提
案しています。

コアラホスピタルへの
支援を開始

子会社の王子ファイバーがミズノやキュア
ラボ、王子エフテックスと協業し、プロ野
球選手が使用した木製バットをリサイクルし
た紙糸素材を開発しました。本素材で作ら
れた野球バッグが、ミズノ契約のトップ
チーム向けの取り組みで使用されました。

豪州発、業界横断で
プラスチック循環を目指す

宮城県東松島市の宮野森小学校で紙漉き教
室を実施しました。当社が支援するC.W.ニ
コル・アファンの森財団とともに、地域の恵
みを使った和紙づくりを通じて森
と紙のつながりを伝えています。

ワンランク上の紙
Splendorgelコレクション

家族の職場見学会を
初開催

スパイサーズ

オリジナルブランドの 
梱包用ストレッチフィルム発売

空間提案で広げるビジュアル 
コミュニケーション事業

アンタリス

紙の人工芝「ペーパーターフⓇ」
をオフィス空間に

KPPグループ各社から注目ニュースをお届けします

プロ野球選手が使用した
木製バットを紙糸にリサイクル

高台移転の小学校で紙漉き教室
今年で11回目の開催

国際紙パルプ商事KPPグループホールディングス

第152期 定時株主総会決議ご通知

報
告
事
項

第152期（2025年4月1日から2026年3月31日まで）
事業報告の内容、連結計算書類の内容並びに会計監査人及び
監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
本件は上記事業報告の内容、連結計算書類の内容及びその監査結果
を報告いたしました。

1

決
議
事
項

第1号議案  剰余金の処分の件
  本件は原案どおり承認可決され、期末配当金は1株につき18円と決

定いたしました。

第2号議案  取締役（監査等委員であるものを除く。）7名選任の件
  本件は原案どおり承認可決され、田辺円、坂田保之、デイビッド・マ

ーティン、エルベ・ポンサン、小馬井秀臣、矢野達司、伊藤三奈の7氏
が選任され、それぞれ就任いたしました。

第3号議案  補欠の監査等委員である取締役1名選任の件
  本件は原案どおり承認可決され、廣川昭廣氏が選任されました。

第152期（2025年4月1日から2026年3月31日まで）
計算書類の内容報告の件
本件は上記計算書類の内容を報告いたしました。

2

記

第152期期末配当金（1株につき18円）は、「期末配当金計算書」を同封いたしておりますので、ご確認くださいますようお願い申し上げます。
配当金のお支払いについて

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、2026年6月26日開催の当社第152期定時株主総会において下記のとおり報告並びに決議されましたのでご通知申し上げます。

敬具

紙漉き教室の様子を動画で紹介しています

▲

Signetコアラホスピタルの特設サイト

▲
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https://www.kpp-gr.com/ja/csr/uchisugo/ecosta12.html
https://www.signet.net.au/koalahospital?srsltid=AfmBOooF8Sx_i5i2XZCf5g8au97Z80Wl2inPsAtha0AFFhS3LeIIdGgM


〒104-0044 東京都中央区明石町6番24号　TEL. 03-3542-4166
https://www.kpp-gr.com/

■ 個人・その他 ■ その他の法人 ■ 金融機関
■ 外国法人等 ■ 金融商品取引業者 ■ 自己名義株式

33.46% 23.70% 22.08% 14.68%14.68%
1.62%

4.46%

株式の状況 （2026年3月31日現在）

大株主（上位10名）

会社の概況 （2026年3月31日現在）

発行可能株式総数 267,500,000株 
発行済株式の総数 67,244,284株  （自己株式3,000,000株含む）
株主数 50,837名
所有者別の株式保有比率

株　　主　　名 持株数（千株） 持株比率（％）
王子ホールディングス株式会社 9,780 15.2
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,607 7.1
株式会社日本カストディ銀行（りそな銀行再信託分･ 
北越コーポレーション株式会社退職給付信託口） 2,300 3.5
KPPグループホールディングス従業員持株会 2,146 3.3
野村 絢 2,103 3.2
INTERACTIVE　BROKERS　LLC 2,011 3.1
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（役員報酬BIP信託口） 1,922 2.9
株式会社三菱UFJ銀行 1,095 1.7
三菱UFJ信託銀行株式会社 910 1.4
日本製紙株式会社 885 1.3

株主メモ
事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
基 準 日 定時株主総会 毎年3月31日、

期末配当 毎年3月31日、中間配当 毎年9月30日
その他必要がある場合は、予め公告する一定の日

公 告 の 方 法 電子公告
当会社の公告方法は、電子公告とする。ただし、事故その他やむを
得ない事由によって電子公告ができない場合は、東京都において
発行する日本経済新聞に掲載する。

株 主 名 簿 管 理 人 及 び
特別口座の口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

同 連 絡 先
（郵便物送付先電話照会先）

〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120−232−711（フリーダイヤル）

単 元 株 式 数 100株
証 券 コ ー ド 9274
上 場 取 引 所 東京証券取引所プライム市場

（注） 1.当社は自己株式を3,000千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。 
 2. 持株比率は、自己株式を控除して計算しております。また｢役員報酬BIP信託｣の信託口が

保有する株式（1,922千株）は、連結計算書類及び計算書類においては自己株式として処理
しておりますが、控除せず計算しております。

 3. 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数のうち、3,338千株はその
他信託、1,252千株は投資信託、15千株は年金信託となっております。

商 号 KPPグループホールディングス株式会社
設 立 1924年（大正13年）11月27日
本 社 東京都中央区明石町6番24号
資 本 金 47億2,353万円
従 業 員 数 6,024名（連結）　36名（単体）
主 な 事 業 内 容 子会社等の株式又は持分を所有することに

よる子会社の事業活動の支配・管理並びに 
不動産の保有、賃貸等

連 結 子 会 社 111社
持分法適用関連会社 5社

株式の状況・会社概要

取締役及び監査等委員 （2026年6月26日現在）

代表取締役会長 田 辺  円  
代表取締役社長 兼 CEO 坂 田  保 之
取締役 デイビッド・マーティン
取締役 エルベ・ポンサン
取締役 小 馬 井  秀 臣  
取締役（社外） 矢 野  達 司
取締役（社外） 伊 藤  三 奈
取締役 監査等委員 中 川  直 樹
取締役 監査等委員（社外） 片 岡  詳 子
取締役 監査等委員（社外） 工 藤  陽 子

より詳細な情報は当社ホームページをご覧ください。

コーポレートサイト IR情報 サステナビリティ
企業情報や事業内容などをタイムリー
に発信しているWebサイトです。

財務・業績情報および統合報告書や決
算説明会資料など、各種IR資料を公開
しています。

当社のサステナビリティに対する考え
方やマネジメント体制、環境や社会へ
の取り組みを掲載しています。

https://www.kpp-gr.com/ja/index.html
https://www.kpp-gr.com/ja/ir.html
https://www.kpp-gr.com/ja/csr.html



